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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ

る
。

　

た
っ
た
四
ヵ
月
で
世
界
の
風
景
は
完
全
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

当
初
こ
れ
は
中
国
問
題
で
あ
っ
た
が
、
今
や
欧
米
、
ひ
い
て
は
全
世

界
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
健
康
の
み
な
ら
ず
、
経
済

や
社
会
を
も
蝕
ん
で
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
台
湾
の
防
疫
政
策
は
、
世
界
か
ら
賞
賛
さ
れ
て
い

る
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
上
、
中
国

と
の
膨
大
な
人
的
往
来
が
あ
る
た
め
、
当
時
台
湾
は
最
大
の
被
害
地

域
に
な
る
だ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
五
月
一
六
日
現
在
、
台
湾
の
感
染
者
は
四
四
〇
名
、

死
者
七
名
、
大
部
分
が
帰
国
者
の
感
染
例
で
あ
り
、
台
湾
内
の
二
次

感
染
者
は
五
五
名
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
四
月
二
六
日
以
降
、
帰
国

者
を
除
く
新
規
感
染
者
ゼ
ロ
の
記
録
も
日
々
更
新
中
で
あ
る
。
社
会

的
な
行
動
制
限
も
少
な
く
、
五
月
八
日
に
は
プ
ロ
野
球
の
試
合
が
観

客
を
入
れ
て
始
ま
っ
た
。

　

台
湾
の
成
功
は
、
も
ち
ろ
ん
高
い
医
療
・
公
共
衛
生
水
準
に
多
く

を
負
っ
て
い
る
。
一
方
、
台
湾
の
成
功
は
対
中
関
係
と
切
り
離
せ
な

い
し
、
国
際
政
治
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
公
共
衛
生
と
国
際
政

治
の
相
互
作
用
は
深
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
本
稿
で
は
、
台
湾
の
コ
ロ

ナ
対
策
の
成
功
と
中
台
関
係
の
展
望
を
探
っ
て
み
よ
う
。

中
国
へ
の
不
信
感
と
危
機
意
識

　

台
湾
で
は
、
中
国
へ
の
不
信
感
と
中
国
か
ら
の
脅
威
に
対
す
る
危

東
京
大
学
教
授

松
田
康
博

世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
る
台
湾
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
。

そ
こ
に
は
高
い
医
療
・
公
共
衛
生
水
準
に
加
え
、

中
国
へ
の
強
い
不
信
感
と
危
機
意
識
が
あ
っ
た
。

あ
た
か
も
国
民
戦
争
の
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
台
湾
。

緊
密
化
す
る
米
台
に
、
中
国
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

ま
つ
だ　

や
す
ひ
ろ　

一
九
九
七
年
、
慶

應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
法
学
）。
在

香
港
日
本
国
総
領
事
館
専
門
調
査
員
、
防

衛
省
防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官
等
を
経
て

二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
ア
ジ
ア
政

治
外
交
史
、
中
台
関
係
論
。
著
書
に
、『
台

湾
に
お
け
る
一
党
独
裁
体
制
の
成
立
』
な
ど
。

台
湾
の
コ
ロ
ナ
対
策
成
功
で
変
わ
る

台
湾
海
峡
の
力
学
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機
意
識
が
、
非
常
に
強
い
。
台
湾
の
人
々
の
間
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

感
染
症
が
大
陸
か
ら
来
る
と
い
う
警
戒
感
が
、
骨
の
髄
ま
で
し
み
込

ん
で
い
る
。
近
年
で
い
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
の
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
が
そ
う
で
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
口

蹄
疫
や
昨
年
の
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
な
ど
、
家
畜
の
伝
染
病
の
中
国

か
ら
の
侵
入
に
日
常
的
に
強
い
警
戒
を
も
っ
て
水
際
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　

台
湾
の
感
染
症
対
策
を
支
え
る
第
一
の
要
素
は
、
情
報
収
集
力
で

あ
る
。
彼
ら
は
言
語
面
で
の
共
通
性
も
あ
っ
て
中
国
社
会
の
奥
深
く

に
入
っ
て
い
け
る
強
み
が
あ
り
、
台
湾
は
中
国
に
関
す
る
情
報
収
集

で
は
世
界
で
最
も
優
れ
て
い
る
。
台
湾
政
府
は
早
く
か
ら
武
漢
で
の

異
変
を
察
知
し
、
総
統
選
挙
の
ま
っ
た
だ
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨

年
一
二
月
三
一
日
の
時
点
で
行
政
院
（
内
閣
に
相
当
）
対
策
会
議
の

初
会
合
を
開
き
、
武
漢
便
の
検
疫
も
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
一
月
三
日
に
は
衛
生
福
利
部
疫
病
管
制
署
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
対

策
本
部
を
設
置
し
て
最
初
の
記
者
会
見
を
開
始
。
政
府
は
総
統
選
挙

の
四
日
後
、
一
月
一
五
日
に
（
台
湾
で
の
感
染
者
ゼ
ロ
の
段
階
で
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
法
定
感
染
症
に
指
定
し
た
。
二
〇
日
に
は
中

央
感
染
症
指
揮
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
衛
生
福
利
部
の
陳
時
中
部
長

が
指
揮
官
を
兼
ね
た
。
二
二
日
に
は
蔡
英
文
総
統
が
国
家
安
全
会
議

高
層
会
議
を
招
集
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
を
国
家
安
全
保
障
問
題
で

あ
る
と
位
置
付
け
、
翌
二
三
日
に
武
漢
封
鎖
の
報
に
接
す
る
の
で
あ

る
。
早
く
も
二
月
一
三
日
に
は
二
一
〇
〇
億
円
相
当
の
経
済
対
策
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。
武
漢
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
検
疫
に
法
定
感
染
症
指

定
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
日
本
と
比
べ
る
ま
で
も
な
く
、
初
動
の
ス

ピ
ー
ド
が
桁
違
い
に
速
い
。

自
分
で
判
断
し
、
迅
速
に
行
動
す
る
柔
軟
性

　

中
国
は
一
月
二
七
日
に
な
っ
て
か
ら
団
体
旅
行
客
の
海
外
渡
航
を

禁
止
し
た
。
こ
の
こ
と
は
台
湾
で
恐
怖
と
戦
慄
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
た
。
春
節
休
暇
で
最
も
海
外
渡
航
が
多
い
日
が
、
一
月
二
四
～

二
六
日
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
台
湾
籍
住
民
も
含
め
中

台
間
で
数
十
万
人
が
往
来
す
る
。
し
か
も
、
一
月
二
八
日
に
テ
ド
ロ

ス
・
ア
ダ
ノ
ム
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
が
訪
中
し
た
際
に
、
習
近
平
主
席

と
の
会
談
で
「
中
国
は
感
染
拡
大
を
抑
え
込
め
る
」「
世
界
中
が
中

国
を
称
賛
し
、
中
国
に
感
謝
し
て
い
る
」「
中
国
に
は
制
度
的
優
越

性
が
あ
る
」「
世
界
は
中
国
を
見
習
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
主
旨

の
発
言
を
し
た
。
こ
の
後
、
彼
は
世
界
に
向
け
て
中
国
か
ら
の
訪
問

者
の
入
国
制
限
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
発
言
を
繰
り
返
し
た
。

　

感
染
症
蔓
延
へ
の
対
策
は
、
人
民
の
行
動
制
限
や
私
権
制
限
を
伴

う
た
め
、
政
府
と
人
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
も
そ
う
し
た
制
限
に
は
経
済
的
損
失
が
伴
う
た
め
、
多
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く
の
国
の
政
府
は
判
断
に
迷
い
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
権
威
に
頼
る
。
し
か
し
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
言
う
こ
と
を
鵜
呑
み
に
し
た
日
本
と
は
異
な
り
、台
湾
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
て
信
用
で
き
な
い
と
即
座
に
判

断
し
て
、
段
階
的
に
入
境
制
限
を
行
い
、
二
月
七
日
に
は
中
国
か
ら

の
入
境
を
原
則
禁
止
に
し
た
。

　

こ
の
間
、
武
漢
を
初
め
と
し
て
中
国
各
地
か
ら
、
都
市
封
鎖
に
ま

つ
わ
る
悲
惨
な
動
画
や
書
き
込
み
が
大
量
に
台
湾
に
伝
わ
っ
た
。
総

統
選
挙
を
終
え
て
話
題
に
飢
え
て
い
た
台
湾
の
政
論
番
組
は
、「
武

漢
肺
炎
」
の
情
報
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
中
国
が
武
漢
で
の
感
染
爆

発
を
約
一
ヵ
月
隠
蔽
し
て
い
た
こ
と
、
当
時
発
表
さ
れ
て
い
た
感
染

者
や
死
亡
者
の
数
字
も
ま
っ
た
く
当
て
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
、

あ
っ
と
い
う
ま
に
全
住
民
に
共
有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
日
本

で
は
、
武
漢
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
は
感
染
者
を
除
き
最
後
ま
で
旅
程
を

予
定
通
り
満
喫
し
て
帰
国
し
た
し
、
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
の
大
半
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
産
業
の
収
入
減
だ
っ
た
。

　

台
湾
は
マ
ス
ク
不
足
対
策
で
も
迅
速
に
行
動
し
た
。当
時
台
湾
は
、

需
要
の
約
九
割
を
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
中

国
で
の
需
要
急
増
の
た
め
、
中
国
は
マ
ス
ク
の
輸
出
を
禁
止
し
た
。

台
湾
は
突
然
極
端
な
マ
ス
ク
不
足
の
見
込
み
に
直
面
し
、
蘇
貞
昌
行

政
院
長
は
一
月
二
五
日
に
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
輸
出
を
暫
時
停
止
し

た
。
さ
ら
に
世
界
中
で
中
国
人
・
華
僑
・
華
人
が
、
医
療
物
資
を
買

い
占
め
て
中
国
に
送
っ
て
い
た
。
台
湾
も
例
外
で
は
な
く
、
一
～
二

月
に
お
よ
そ
マ
ス
ク
三
九
〇
〇
万
枚
が
買
い
占
め
ら
れ
、
中
国
に
送

ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
台
湾
の
と
っ
た
措
置
は
正
し
か
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
が
、
中
国
か
ら
は
中
国
へ
の
敵
視
政
策
だ
と
し
て
批

判
を
受
け
た
。

　

台
湾
の
す
ご
さ
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
マ
ス
ク
の
製
造
と
流

通
を
政
府
が
一
元
管
理
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
月
の
段
階
で
日
産

一
八
八
万
枚
だ
っ
た
の
に
、四
月
に
は
一
五
〇
〇
万
枚
ま
で
増
産
し
、

台
湾
は
一
躍
世
界
第
二
位
の
マ
ス
ク
生
産
拠
点
に
早
変
わ
り
し
た
。

さ
ら
に
健
康
保
険
カ
ー
ド
に
マ
ス
ク
購
買
記
録
を
つ
け
て
、
全
住
民

に
行
き
渡
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
、

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
在
庫
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
注
文
す
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
余
裕

が
で
き
た
分
は
、
日
本
を
含
め
感
染
拡
大
で
苦
し
む
諸
国
に
支
援
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
数
は
数
千
万
枚
に
上
る
。
台
湾
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で

国
際
社
会
で
存
在
感
を
高
め
た
の
は
近
年
珍
し
い
。

決
定
打
と
な
っ
た
武
漢
チ
ャ
ー
タ
ー
機
問
題

　

武
漢
封
鎖
と
同
時
に
、
台
湾
は
他
国
と
同
様
、
台
湾
籍
住
民
の
武

漢
か
ら
の
退
避
の
た
め
、
チ
ャ
ー
タ
ー
機
派
遣
交
渉
を
中
国
と
始
め

た
。
台
湾
側
は
、
乗
客
名
簿
作
成
を
主
導
し
、
台
湾
か
ら
中
華
航
空
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機
を
派
遣
し
、
中
国
に
寄
贈
す
る
支
援
物
資
を
運
び
、
検
疫
を
実
施

し
陽
性
者
は
搭
乗
さ
せ
な
い
や
り
方
で
、
希
望
す
る
台
湾
住
民
を
連

れ
て
帰
る
と
い
う
要
求
を
出
し
た
。

　

中
国
は
当
初
こ
れ
を
拒
絶
し
た
が
、
感
染
拡
大
状
況
に
鑑
み
、
数

日
後
一
転
し
て
台
湾
住
民
の
退
避
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、

中
国
は
「
一
つ
の
中
国
」
原
則
に
基
づ
き
「
武
漢
＝
台
北
便
」
は
国

際
便
で
は
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
日
米
の
よ
う
な
自
国
民
退
避
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
、
中
国
側
の
東
方
航
空
機
を
派
遣
す

る
と
主
張
し
た
。
台
湾
側
は
早
期
の
退
避
を
実
現
す
る
た
め
、
妥
協

し
て
中
国
の
要
求
を
呑
み
、二
月
三
日
に
チ
ャ
ー
タ
ー
機
は
飛
ん
だ
。

　

問
題
は
、
乗
客
名
簿
の
作
成
過
程
が
迷
走
し
た
こ
と
で
あ
る
。
台

湾
側
が
要
求
し
た
乗
客
リ
ス
ト
（
短
期
滞
在
者
、
年
長
者
、
慢
性
疾

患
な
ど
を
有
す
る
弱
者
、
婦
人
、
子
ど
も
を
優
先
）
と
は
ま
っ
た
く

異
な
り
、
台
湾
系
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
我
先
に
乗
り
込
ん
だ
こ
と

が
判
明
し
た
。
し
か
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
台
湾
系

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
搭
乗
し
て
い
た
こ
と
が
、
着
陸
後
に
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

台
湾
側
は
、
急
遽
乗
客
全
員
を
隔
離
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
こ
の
乗
客
は
感
染
し
発
熱
が
あ
る
の
に
、
熱
冷
ま
し
を
飲
ん
で

チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
紛
れ
込
ん
だ
。と
こ
ろ
が
、責
任
回
避
を
し
た
か
っ

た
の
か
、
中
国
は
台
湾
が
検
疫
で
感
染
者
を
確
認
し
た
こ
と
を
「
ね

つ
造
」
で
あ
る
と
、
台
湾
当
局
を
非
難
し
た
。
し
か
も
こ
の
間
に
、

武
漢
で
帰
台
要
求
を
持
つ
台
湾
出
身
者
と
そ
の
家
族
は
一
気
に
約

九
〇
〇
名
に
増
大
し
、
台
湾
の
検
疫
・
隔
離
能
力
を
超
え
て
し
ま
っ

た
。

　

台
湾
側
は
防
疫
体
制
へ
の
負
担
を
理
由
に
、
第
二
便
以
降
に
つ
い

て
当
初
の
条
件
を
堅
持
し
た
た
め
、交
渉
は
難
航
し
た
。
台
湾
で
は
、

中
国
政
府
と
利
己
的
印
象
を
強
め
た
台
湾
系
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
へ

の
反
感
が
一
気
に
強
ま
っ
た
。
第
二
便
交
渉
が
頓
挫
し
た
後
、
中
国

は
「
民
進
党
当
局
悪
者
説
」
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
月
三

日
の
武
漢
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
、
台
湾
は
防
護
服
一
万
着
の
支
援
を
申

し
出
た
が
、
中
国
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と
も
後
に
判
明
し
た
。
ま

た
、
中
国
は
「
家
に
帰
り
た
い
」
と
訴
え
る
台
湾
住
民
の
動
画
を
流

し
て
、
民
進
党
政
権
批
判
を
強
め
た
。
武
漢
に
留
め
置
か
れ
た
彼
ら

は
中
国
の
「
人
質
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
習
が
武
漢
を
訪
問
し
、
感
染
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
つ
つ
あ
る
象
徴
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
三
月
一
〇
日
、
中
国

は
よ
う
や
く
台
湾
の
条
件
を
呑
ん
で
、
中
華
航
空
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機

に
よ
る
武
漢
か
ら
の
脱
出
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
中

国
の
官
僚
機
構
が
、
自
ら
の
ミ
ス
を
糊
塗
す
る
た
め
に
台
湾
住
民
の

生
命
と
健
康
を
二
の
次
に
し
た
と
い
う
印
象
が
強
ま
っ
た
。
チ
ャ
ー

タ
ー
機
問
題
で
台
湾
に
お
け
る
対
中
イ
メ
ー
ジ
の
最
悪
化
は
、
ほ
ぼ
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固
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
も
は
や
中
国
を
弁
護
し
た
り
、
中
台
関

係
の
悪
化
は
、
民
進
党
政
権
の
せ
い
だ
と
批
判
す
る
こ
と
な
ど
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

中
国
の
「
宣
伝
」
へ
の
嫌
悪

　

加
え
て
中
国
が
行
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
、
台
湾
に
お
け
る
中
国
イ

メ
ー
ジ
悪
化
に
寄
与
し
た
。
二
月
の
末
に
な
る
と
、
中
国
で
は
「
発

生
源
は
中
国
以
外
」
の
宣
伝
が
開
始
さ
れ
た
。
三
月
四
日
に
は
国
営

の
新
華
社
通
信
が
「
堂
々
と
言
う
、
世
界
は
中
国
に
感
謝
す
べ
き
」

と
題
し
た
評
論
を
転
載
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
医
療
物
資
を
中
国
に

依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
米
国
が
中
国
批
判
を
や
め
な
い
な

ら
、「
米
国
は
コ
ロ
ナ
の
大
海
に
落
ち
る
」
と
ま
で
書
か
れ
て
い
た
。

三
月
一
二
日
に
は
、
中
国
の
趙
立
堅
外
交
部
報
道
官
は
「
ウ
イ
ル
ス

は
米
軍
が
持
ち
込
ん
だ
」
と
発
言
し
て
顰
蹙
を
買
っ
た
。

　

中
国
の
よ
う
な
独
裁
国
家
に
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
正
当
性
が
な

い
。
そ
の
代
わ
り
に
中
国
の
宣
伝
で
は
、
統
治
者
の
道
徳
的
正
し
さ

や
政
策
の
正
し
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
で
は
い
か

な
る
災
難
が
発
生
し
て
も
、
共
産
党
で
は
な
く
す
べ
て
幹
部
個
人
の

責
任
に
な
る
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
災
難
も
最
終
的
に
は
共
産
党
の

勝
利
の
物
語
に
転
換
さ
れ
る
。
今
回
も
、中
国
は
「
消
防
隊
長
」「
救

世
主
」「
世
界
を
救
う
習
近
平
」「
中
国
の
防
疫
政
策
は
世
界
の
模
範
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
注
力
し
た
。
三
月
末
に
、
欧
米
の
感
染
爆

発
が
進
ん
だ
頃
に
は
、「
中
国
優
越
論
」「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
チ
ャ
ン

ス
論
」
な
ど
が
堂
々
と
語
ら
れ
た
。

　

台
湾
の
人
々
は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
中
国
語
で
そ
の
ま
ま

理
解
す
る
し
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
中
国
の
実
像
を
見
る
こ
と
に
慣
れ

て
い
る
。
た
だ
、
今
回
は
中
国
が
責
任
転
嫁
の
論
理
を
連
発
し
た
こ

と
で
、
主
に
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
強
い
反
発
を
示
し
、
米
中
対
立

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
が
従
来
と
大
き
く
異
な
る
。
今
回
は
、
米

台
が
ま
っ
た
く
同
じ
船
に
乗
っ
て
中
国
と
戦
っ
て
い
る
と
い
う
実
感

が
あ
り
、
孤
立
を
感
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
中
国
の
脅
威
」
へ
の
抵
抗
と
米
台
緊
密
化

　

実
際
に
、
単
な
る
宣
伝
で
は
な
く
、
台
湾
は
強
い
圧
力
を
中
国
か

ら
受
け
て
い
る
。
台
湾
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国

に
融
和
的
な
馬
英
九
政
権
下
で
世
界
保
健
大
会
（
Ｗ
Ｈ
Ａ
）
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。し
か
し
、蔡
英
文
政
権
に
な
っ

て
二
〇
一
七
年
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ａ
へ
の
招
待
状
は
届
か
な
く
な
っ
た
。

　

今
回
、
台
湾
の
成
功
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
日
米
欧
な
ど
主

要
国
で
、
台
湾
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
活
動
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
何
ら
か
の

形
で
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が
広
が
っ
た
。こ
の
状
況
は
、

中
国
に
「
感
染
症
の
流
行
を
利
用
し
て
、
台
湾
独
立
を
謀
る
」
行
為
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で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
牽
制
さ
れ
た
。
中
国
は
二
〇
二
〇
年
の
Ｗ
Ｈ

Ａ
に
お
け
る
台
湾
の
参
加
阻
止
の
た
め
に
、
外
交
努
力
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
。

　

中
国
は
、
台
湾
へ
の
軍
事
的
圧
力
を
続
け
て
い
る
。
副
総
統
に
当

選
し
た
頼
清
徳
が
二
月
上
旬
に
訪
米
し
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
中
国

人
民
解
放
軍
は
軍
用
機
に
台
湾
を
周
回
さ
せ
た
り
、
台
湾
海
峡
の
中

間
線
を
越
境
さ
せ
た
り
し
た
し
、
後
に
は
空
母
を
出
動
さ
せ
た
。
四

月
一
五
日
に
は
、
中
国
人
民
解
放
軍
南
京
戦
区
の
ブ
ロ
グ
が
「
幻
想

を
捨
て
て
、
戦
争
の
準
備
を
せ
よ
」
と
主
張
す
る
評
論
ま
で
発
表
し

て
い
る
。

　

中
国
は
、
南
シ
ナ
海
で
の
軍
事
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、「
行
政
区

画
」
を
新
設
し
た
上
、
防
空
識
別
圏
設
置
の
噂
が
出
て
い
る
。
香
港

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
デ
モ
が
や
り
に
く

い
な
か
、
民
主
派
の
弾
圧
が
進
み
、
穏
健
派
と
し
て
有
名
な
民
主
党

初
代
党
首
の
李
柱
銘
（
マ
ー
テ
ィ
ン
・
リ
ー
）
さ
え
逮
捕
さ
れ
た
。

台
湾
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
の
脅
威
が
増
大
し
、
周
囲
が
次
か
ら

次
へ
と
「
陥
落
」
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
台
湾
は
意
気
軒
昂
で
あ
る
。
感
染
初
期
段
階
で
の
抑
え

込
み
に
成
功
し
、
蔡
英
文
政
権
の
支
持
率
は
就
任
以
来
最
高
値
に
達

し
た
。
日
本
が
も
た
つ
き
、
欧
米
で
感
染
爆
発
が
続
く
な
か
、
中
国

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
勝
利
し
た
台
湾
で
は
、
あ
た
か
も

政
府
と
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
「
国
民
戦
争
」
に
勝
利
し
つ
つ
あ
る

か
の
よ
う
な
高
揚
感
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
米
中
関
係
が
さ
ら
に

悪
化
す
る
な
か
、
米
国
は
台
湾
を
成
功
し
た
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
と

し
て
扱
い
始
め
て
い
る
。
米
国
は
、
ウ
イ
ル
ス
発
生
源
を
め
ぐ
る
中

国
批
判
、
中
国
の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
批
判
や

資
金
提
供
停
止
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ａ
参
加
を
強
く
支
持
し

た
。
高
ま
り
を
見
せ
る
ア
メ
リ
カ
の
対
台
湾
支
援
は
、
外
交
面
で
も

軍
事
面
で
も
、
今
後
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
民
進
党
政
権

は
、
ト
ラ
ン
プ
に
危
う
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
米
国
一
辺
倒
路
線
を

取
り
続
け
て
い
る
。

　

中
国
は
、
当
面
手
詰
ま
り
状
態
に
あ
る
。
し
か
も
、
二
〇
二
一
年

に
中
国
共
産
党
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
翌
二
二
年
に
は
習
近
平

の
総
書
記
三
選
を
決
め
る
中
国
共
産
党
第
二
〇
回
全
国
代
表
大
会
が

予
定
さ
れ
て
い
て
、中
国
指
導
部
は
ミ
ス
を
犯
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
し
も
習
近
平
三
選
に
強
硬
策
が
必
須
な
ら
強
硬
策
を
と
る
で
あ
ろ

う
が
、
三
選
に
マ
イ
ナ
ス
な
ら
、
あ
る
い
は
不
要
で
も
三
選
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
強
硬
策
は
と
ら
な
い
は
ず
だ
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま
で

こ
じ
れ
た
米
中
関
係
や
中
台
関
係
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
が
収
束
し

て
も
改
善
の
糸
口
さ
え
見
つ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
台
湾
海
峡
は
、

い
っ
そ
う
の
不
安
定
化
の
時
期
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
●




